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論文内容要旨
 後天性弁膜症の手術成績が安定した現在でも三尖弁閉鎖不全症(TR)や肺高血圧症(PH)
 を伴う僧帽弁弁膜症では,著しい心機能低下と多臓器障害を伴うことも多くなお問題が多い。ま
 たTRはその多くがPHに伴う二次的な変化であり高度な弁輪拡大に陥っている例では,弁論形
 成術等行われているが,軽度のTRは放置されることが多い。しかしTRの判定は定性的に行わ
 れることが多く弁輪形成術等の明確な適応基準はない。従って、放置されたTR例では術後低心
 拍出量症候郡に陥る例も多い。著者等は実験的にTRを作製し左室或は右室後負荷の急激な上
 昇に伴う対側心室の動態をpressure-diameterrelationshipより検討し・TRの果たす役
 割につき検討した。
 TRの作製は三尖弁前尖の腱索を切除し行った。6ケ月以上の遠隔期に右室造影を行ないSe-
 110rs且一皿度以上に相当するTRが認められるものをTR群(6頭,体重6-12kg平均10、4㎏)
 とした。対照群として雑種成犬(8頭,体重12-20kg平均15.4kg)を用いた。超音波クリスタル
 にて(1)心室中隔一左室目由壁(LVS-F)(2)左室前一後壁(LVA-P)(3)心室中隔一
 右室自由壁(RVS-F)(4)右室三尖弁輪一心尖部(RVT-A)の心内径を測定し,PAあ
 るいはAobanding時の対側心室への影響をpressure-diameterrelationshipより検討し
 た。
 Aobanding時には対照群ではRVT-Aのdimensionは拡張期,収縮期共に変化しなかった
 が,RV-SFのdimensionは拡張期には変化はなかったが,収縮期には26.9±10・3㎜→26・1
 ±9.9㎜へと有意に低下した。TR群ではRVT-A,RVS-F共に収縮期,拡張期とも有意な変
 化はみられなかった。Loopofpressure-diadiameterrelationshipは,対照群ではRV
 T-Aは変化しないもののRVS-Fのloopは有意に左方にshiftRVESP/RVSEDもL12
 ±0.41→L14±0.41と有意に上昇し,右室収縮能の増加が示唆された。一方TR群ではRVT-
 A,RVS-F共に有意な変化はみられなかった。
 PAbanding時,LVSP,LVEDPは両群とも有意に低下した。Aoflowは,対照群で83
 ±li%→69±16%,TR群で75±15%→50±12%と共に有意に低下したが,TR群は対照群に比
 し有意に低値であった。LVA-Pの拡張期及び収縮期のdimensionは両群とも有意な変化はな
 かった。しかし,LVS-Fの拡張期のdimensionは,対照群では32.3士4.7皿一・30.1±43皿,
 TR群では20、4±3.2㎜→19.4±3.6㎜と共に有意に低下した。さらに,収縮期のdimension
 も対照群では29,0±3.9㎜→26,9±3.9㎜,TR群では18,0±3.1㎜→17.5±3.3㎜と共に有意に
 低下した。Loopareaofpressure-diameterrelationshipの変化は,LVA-Pは対照群
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 では79士15%→66±27%,TR群では80±15%→56±24%と共に有意に低下したが,2群間に差
 はなかった。一方LVS-Fは,対照群では86士16%→83±25%,TR群では70土12彩→40±4%
 と共に有意に低下したが,TR群は対照群に比し有意に低値であった。Loopのshiftを見ると
 両群ともLvA-Pは下方にL'vs-Fは左下方にshiftし,2群間の差は明らかでなかった。
 以上より(1)TRは左室後負荷の上昇時には中隔のshiftに伴う右室の補助効果を相殺する。
 (2)また右室後負荷の上昇時には中隔を介しての並列効果より左室のinputを規定する直列効
 果がより重要であり,TRは逆流量の増加と左室前負荷の著しい減少をもたらし,血行動態の増
 悪をきたす。
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 審査結果の要旨
 補助手段,手術手技の進歩に伴ない,心臓弁膜症症例の成績の改善が得られ,重症弁膜症また
 多弁疾患症例の手術も安全に施行される様になってきた。心臓弁膜症症例の心機能,病態等につ
 いての実験,研究も多くなされ,多くの問題点が解明されてきているがまだ解決されるべき点
 も残されている。
 心臓は解剖学的に心房中隔,心室中隔,房室弁を介して2つの心房と2つの心室からなり,そ
 れぞれの腔が筋肉性また線維性連続をもって連結を有する特徴を特っている。心臓の収縮,拡張
 特性について考えるにあたってはそれぞれの腔を独立的に考える事は心臓の機能を把握する上で
 理想的でないと思われる。この事に鑑み,著者は従来より心臓弁膜症症例の右室一左室相互作用
 につ・いて研究を行なってきた。今回は実験的に三尖弁閉鎖不全症モデル犬を作成して右室一左室
 の相互作用について研究を行なった。この様な実験研究については著者も指摘している様にほと
 んどなされていない。今回の実験結果より左室圧負荷時,正常犬においては右室収縮性の増強が
 示唆されたが,三尖閉鎖不全犬ではその補助効果の相殺がみられた。また右室圧負荷時には中隔
 を介しての左室への並列効果より左室の前負荷を規定する因子の影響が大であり,三尖弁閉鎖不
 全犬では正常犬よりその程度が高度になるという興味ある新しい結果を得ている。今回得られた
 結果は臨床的に三尖弁閉鎖不全症症例をとりあっかていく上での重要な問題点を示唆しており,
 また臨床的に応用できうる事である。因って本論文は博士論文として充分に価するものと考えら
 れる。
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